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(57)【要約】
　新しい方法及び装置が、ドップラー超音波システムの
ドップラーデータの解析及び提供に使用するために提供
される。超音波ビームに沿った超音波トランスデューサ
からの少なくとも１つの距離範囲が制御される。この少
なくとも１つの距離範囲は、超音波ビームに沿った第１
距離と超音波ビームに沿った第２距離との間の複数の連
続する位置を含む。前記少なくとも１つの距離範囲内の
複数の位置を表すドップラー信号スペクトルが、少なく
とも１つの表示ウィンドウにそれぞれ表示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドップラー超音波システムのドップラーデータの解析及び提供に使用するための装置で
あって、
　超音波ビームに沿った超音波トランスデューサからの少なくとも１つの距離範囲を制御
するように構成された制御部と、
　前記少なくとも１つの距離範囲内の複数の位置を表すドップラー信号スペクトルを、少
なくとも１つの表示ウィンドウにそれぞれ表示するために構成された表示ユニットと
　を具備し、
　前記少なくとも１つの距離範囲は、超音波ビームに沿った第１距離と超音波ビームに沿
った第２距離との間の連続した複数の位置を含むものであることを特徴とする装置。
【請求項２】
　複数の距離範囲を定義するため、かつ前記距離範囲内のドップラー信号スペクトルを複
数の表示ウィンドウにそれぞれ同時に表示するために構成されることを特徴とする請求項
１に記載の装置。
【請求項３】
　前記表示ユニットが、前記少なくとも１つの距離範囲内の信号位置に対応する特徴的な
ドップラー信号スペクトルを、少なくとも１つの個別のグラフ表示で表示するために構成
されることを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記表示ユニットが、前記距離範囲のうちの少なくとも１つ内の信号位置に対応する特
徴的なドップラー信号スペクトルを、少なくとも１つの個別のグラフ表示で表示するため
に構成されることを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記複数の距離範囲のうちの少なくともいくつかが、重複することを特徴とする請求項
２に記載の装置。
【請求項６】
　前記複数の距離範囲のうちの少なくともいくつかが、重複することを特徴とする請求項
４に記載の装置。
【請求項７】
　前記複数の距離範囲のうちの少なくともいくつかが、超音波ビームに沿って連続的であ
ることを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項８】
　前記複数の距離範囲のうちの少なくともいくつかが、超音波ビームに沿って連続的であ
ることを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項９】
　前記特徴的なドップラー信号スペクトルが、複数の距離範囲内の信号位置に対応するこ
とを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項１０】
　ドップラー超音波システムのドップラーデータの解析及び提供に使用するための方法で
あって、
　超音波ビームに沿った超音波トランスデューサからの少なくとも１つの距離範囲を制御
する段階と、
　前記少なくとも１つの距離範囲内の複数の位置を表すドップラー信号スペクトルを、少
なくとも１つの表示ウィンドウにそれぞれ表示する段階と
　を有し、
　前記少なくとも１つの距離範囲は、超音波ビームに沿った第１距離と超音波ビームに沿
った第２距離との間の連続した複数の位置を含むものであることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　複数の距離範囲を定義し、かつ前記距離範囲内のドップラー信号スペクトルを複数の表
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示ウィンドウにそれぞれ同時に表示する段階を有することを特徴とする請求項１０に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの距離範囲内の信号位置に対応する特徴的なドップラー信号スペク
トルを、少なくとも１つの個別のグラフ表示で表示する段階を有することを特徴とする請
求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記距離範囲のうちの少なくとも１つ内の信号位置に対応する特徴的なドップラー信号
スペクトルを、少なくとも１つの個別のグラフ表示で表示する段階を有することを特徴と
する請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数の距離範囲のうちの少なくともいくつかが、重複することを特徴とする請求項
１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記複数の距離範囲のうちの少なくともいくつかが、重複することを特徴とする請求項
１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記複数の距離範囲のうちの少なくともいくつかが、超音波ビームに沿って連続的であ
ることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記複数の距離範囲のうちの少なくともいくつかが、超音波ビームに沿って連続的であ
ることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記特徴的なドップラー信号スペクトルが、複数の距離範囲内の信号位置に対応するこ
とを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的には、血流速度の測定に関する医療技術分野にあるとともに、測定の
最適化及びドップラー信号の監視のための方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療用における生理学的信号の測定のためのドップラー効果の応用が、長年利用されて
いる。特に、ドップラー効果は、患者の健康状態の評価及び診断のために、心血管循環中
の血流速度測定に使用されている。一般に、血流速度のためのドップラー技術の応用は、
通常は超音波ビームを、患者の体内へ、かつ一般に対象血管の方向へ、特殊なトランスデ
ューサを用いて送出することに基づいている。ビームは一定の搬送周波数を典型的に備え
る。ビームは、その経路に沿って移動する何らかの粒子によって反射されるとともに、ビ
ームの方向の移動する粒子の速度の成分に比例する周波数シフトを伴って、トランスデュ
ーサに配置された受信器へ戻る。血液の流れの速度測定に関する応用において、反射を行
う粒子は、典型的に血球である。
【０００３】
　医療用ドップラーデバイスは、受信された信号に必要なフィルタリング及び周波数変換
を実施することが可能であるとともに、時間に関するＸ軸（通常は秒単位）と、ドップラ
ーシフト周波数（通常はキロヘルツ単位）または速度（通常はセンチメートル毎秒単位）
のどちらか一方を表すＹ軸とによって、速度またはドップラーシフト周波数の結果をグラ
フ方式で表示可能である。所定の時間に対する速度または周波数の全範囲が表示される場
合、表示結果はスペクトル解析と呼ばれる。
【０００４】
　血流速度測定のためのほとんどの医療用検査法、特に非侵襲的な医療処置の間には、検
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査官には血管が見えない。それ故に、検査官は、患者体内の血管の推定位置の大まかな方
向に向かって、トランスデューサ及び送出ビームの照準合わせを要求される。血管は、ド
ップラー信号が受信されたときに典型的に識別され、かつ速度またはドップラーシフト周
波数の信号またはスペクトルが表示される。
【０００５】
　血流測定のためのドップラー手法の応用における、２つの一般的な運用モードが知られ
ている。第１のモードは、ＣＷ（Continuous Wave Doppler）として知られており、かつ
第２のモードは、ＰＷ（Pulse Wave Doppler）として知られている。
【０００６】
　ＣＷモードでは、トランスデューサは、２つの送出／受信素子を通常内蔵し、それによ
って、第１素子（送出素子）は、連続的にビームを送出し、かつ第２素子（受信素子）は
、受信器として機能して、連続的に反射信号を受信する。故に、ＣＷモードで受信したド
ップラー信号は、送出ビームの経路に沿った全ての部位からの粒子の移動を反映する。Ｃ
Ｗモードの主な利点は、速さよりむしろドップラー信号を受信する能力である。しかしな
がら、このモードの主な制限は、ＣＷ動作では、ドップラー信号は、ビームの経路に沿っ
た全ての血管及び他の生理学的運動から受信され、かつトランスデューサからの固有の距
離を有しないので、検査官が異なる血管を区別できないことである。加えて、身体組織へ
の連続的なビーム送出に起因して、組織インソネーション（tissue insonation）の潜在
的な有害な影響を最小化するために、ビーム振幅を小さくすることが通常要求される。従
って、経頭蓋速度測定のための頭蓋の透過のような、高いビーム透過エネルギーが要求さ
れる医学的応用が非常に困難である。
【０００７】
　ＰＷモードは、ＣＷドップラーの制限を克服するための変形ドップラー解決策である。
ＰＷモードでは、トランスデューサは、単一の信号送出／受信素子のみを通常内蔵する。
送出器は、所定の搬送周波数を備えるいくつかの波形（ひと続きの波形）から成っている
バースト（bursts）のバースト波を送り出すとともに、他の所定の周波数であるＰＲＦ（
Pulse Repetition Frequency）で繰り返される。バーストの送出後、トランスデューサ素
子は、反射ドップラー信号を受信する受信器として動作する。バーストの送出開始からの
時間を計測することによって、どの信号が取得されるか（サンプル量）に基づいて、送出
バーストの所要時間（または距離）が、ビームに沿った領域のサイズを定義すると同時に
、ドップラー信号がトランスデューサ表面からの定義された距離から受信可能である。故
に、ＰＷは、送出ビームの経路に沿った距離の区別を可能にする。検査官が、送出ビーム
の経路が横切る異なる血管の区別、または側頭アプローチによる経頭蓋ドップラー検査中
の中大脳動脈のような、ビームの方向に位置する単一の血管に沿ったさまざまな位置の区
別を望む場合に、この特徴は特に有効である。加えて、ＰＲＩ（Pulse Repetition Inter
val）に比べて、ビーム送出の所要時間が比較的短いので、送出波の振幅がＣＷモードの
それより大きくなることが通常許され、故に、側頭骨のような困難な領域の透過を可能に
する。ＰＷモードの主な制限は、ユーザは、血管の推定された位置へ向かってトランスデ
ューサの照準を合わせることだけでなく、どのドップラー信号がサンプル量から受信され
たかに基づいてトランスデューサ表面からの特定の距離を設定することも現在求められて
いるにもかかわらず、測定手順が困難になりすぎることである。故に、トランスデューサ
の方向は正確であるが、設定距離が不正確である可能性があり、検査官は、この情報を高
く評価できない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　他の何らかの応用を検討するためだけでなく、この最後の制限を克服するために、いく
つかのドップラーシステムは、検査官が速度スペクトルのいくつかのグラフ表示を同時に
見ることができるマルチゲーティング（multigating）オプションを提案する。それによ
って、各表示は、トランスデューサの表面からの特定の距離で取得された速度スペクトル
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を示す。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　マルチゲーティングドップラー及び複数グラフ表示の使用は、測定手順中の信号識別及
びトランスデューサの方向決めの高速化の助けとなるが、それでもなお、いくつかの特定
のユーザ定義距離でのサンプル量サイズの関数として速度スペクトルを表示することに限
定される。
【００１０】
　本発明は、ドップラー測定手順中に、検査官へドップラー測定値を提供及び表示するた
めの新しい方法及び装置を提供する。これは、血管中の血流速度の測定のために特に有用
である。発明に従う新しいドップラー検査モードは、ＣＷモード及びＰＷモード単体の血
流速度測定法における両者の長所を利用する。この新しい検査モードに従って、一般に超
音波である搬送ビームに沿った複数の連続する位置または距離からのドップラー信号情報
は、相互に結合されるとともに、それぞれの距離範囲からのドップラー信号を提供するた
めに解析される。比較のため、パルス波ドップラーモードによって、ビームに沿った単一
の位置からのドップラー信号を表示できると同時に、連続波ドップラーモードが、トラン
スデューサの表面から無限点までで取得されるドップラーデータを提供する。
【００１１】
　また、本発明は、複数の距離範囲からのドップラー表示を含むさまざまな表示モードを
提供し、かつ主ウィンドウが、これらの距離範囲のうちの１つにおいて取得した対応する
最適な信号を表示する。
【００１２】
　本発明において、トランスデューサは、ＰＷドップラーモードで一般的に使用され、故
に、単一素子トランスデューサを使用する。受信器は、送出波バーストの間オープンされ
、ほぼトランスデューサ表面から始まり、使用中のＰＲＦによって許容される最大距離に
至るまでの、ビーム経路に沿ったドップラー信号を受信する。ドップラー信号は、ビーム
に沿った複数位置から最大距離に至るまで取得される。典型的なＰＷモードでは、これら
の複数位置のうちの１つが解析されるとともに、速度またはドップラーシフトスペクトル
としてグラフ表示される。
【００１３】
　明細書中で使用される用語「位置（location）」は、どのドップラーデータが取得及び
解析されているかに基づいてトランスデューサの表面からの特定の距離を定義する。この
データは、この特定の距離を表すドップラー速度スペクトルとして表示される。明細書中
で使用される用語「距離範囲（distance range）」は、トランスデューサの表面からの１
つの特定距離で始まり、かつトランスデューサの表面からの第２の特定の距離で終わる複
数の位置を定義する。設定距離範囲は、ユーザの定義した距離範囲を記載するために使用
される。本発明に従って許容される最小の第１の特定の距離がトランスデューサの表面で
あるのに対して、最大の第２の特定の距離は、使用中のＰＲＦに従って典型的に制限され
る。
【００１４】
　本発明は、ユーザに対して、重要な１つ以上の距離範囲を選択的に設定することを許可
する。異なるサイズの重要な範囲が、定義可能であるとともに、互いに重複する範囲が平
均化される。比較のために、マルチゲーティングオプションは、設定距離範囲からの単一
のグラフ表示にドップラー速度スペクトルを表示することができないが、所定の単一の特
定の位置からのみドップラー速度スペクトルを表示可能である。
【００１５】
　設定距離範囲のそれぞれに対し、設定距離範囲に対応する複数の位置から受信された合
成信号から成る、速度またはドップラーシフトスペクトルのグラフ表示が生成される。故
に、例えば選択された範囲が許容された最大距離範囲となるように検査官によって設定さ
れる場合、基本的にＰＷモードで動作しながら、ＣＷドップラーモードと似た性質である
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ドップラー信号が取得される。
【００１６】
　この発明は、困難な位置を透過可能である高エネルギーＰＷドップラーバーストをイン
ソネートする一素子トランスデューサの使用を可能にするとともに、ビームに沿ったさま
ざまな位置からの信号を選択的に区別するための潜在能力を有するにもかかわらず、ＣＷ
モードのそれと類似した手法で速度スペクトルグラフ表示を見るための機能を保持する。
【００１７】
　この発明は、患者の身体へのインソネーション中に特に都合が良く、それによって、ユ
ーザは、対象血管の位置をすばやく識別するために最大限に広く取られる設定距離範囲で
始まるように選択し、かつ身体に向かうトランスデューサの方向を最適化後、ビームに沿
ったより特定の重要な距離範囲のより細かいスペクトルグラフ表示を見る。
【００１８】
　この発明は、検査官が選択された最大距離範囲を選択された数のグラフ表示へ再分割す
る場合に、異なる選択された距離範囲からスペクトル表示をそれぞれ提供することをさら
に有利にできる。検査の間、グラフ表示の全ては、これらの選択された距離範囲のそれぞ
れの内の合成速度スペクトルを同時に示すことが可能であり、故に、検査官が好適な重要
な範囲をすばやく識別して照準を合わせることを可能にする。
【００１９】
　実施例の手段によって、側頭アプローチでの径頭蓋ドップラー検査の間、おそらく中大
脳動脈ドップラー速度スペクトルの１つ以上の範囲である選択された設定距離範囲が示さ
れ、さらに中及び前大脳動脈の二分枝の距離範囲が示され、さらになお前大脳動脈に典型
的なドップラー速度スペクトルの距離範囲が示される。故に、検査官は、好適な重要な範
囲にすばやく照準を合わせること、及び／又は通常のＰＷオペレーションでは別の方法で
監視されていた病状を識別することができる。
【００２０】
　本発明のさらなる利点は、選択された距離範囲に従うスペクトルグラフ表示の同時表示
に関し、かつ選択された距離範囲のうちの１つ内に位置するトランスデューサ表面からの
特定位置からのドップラー速度スペクトルを、ＰＷまたはＣＷ表示を倣ったものとして、
中央表示領域に平行して表示することである。
【００２１】
　さらに、制御部は、選択された距離範囲ドップラー速度スペクトル表示、及び設定範囲
または特定位置のどちらかの主ドップラー速度スペクトル表示を関係づけるために追加さ
れてよい。上記制御部は、それに限定されないがタッチスクリーン形式となってもよく、
それによって、重要な範囲表示をタッチするか、マウスを用いてそこをクリックするか、
または遠隔制御を用いて、選択された重要な範囲に含まれる距離のうちの１つに対応する
最適な速度スペクトルを示すための主スペクトル表示の更新をもたらす。加えて、主スペ
クトル表示に現在示された表示に関連のあるスペクトルグラフ表示をハイライト表示する
ために、ポインタが具備されてもよい。
【００２２】
　故に、発明の広義の一形態に従い、ドップラー超音波システムのドップラーデータの解
析及び提供に使用するための装置が提供される。上記装置は、超音波ビームに沿った超音
波トランスデューサからの少なくとも１つの距離範囲を制御するように構成された制御部
と、上記少なくとも１つの距離範囲内の複数の位置を表すドップラー信号スペクトルを、
少なくとも１つの表示ウィンドウにそれぞれ表示するために構成された表示ユニットと、
を具備する。上記少なくとも１つの距離範囲は、超音波ビームに沿った第１距離と超音波
ビームに沿った第２距離との間の連続する複数の位置を含む。
【００２３】
　好適には、装置は、複数の距離範囲を定義するため、かつ上記距離範囲内のドップラー
信号スペクトルを複数の表示ウィンドウにそれぞれ同時に表示するために構成される。距
離範囲のうちの少なくともいくつかは、重複してもよい。距離範囲のうちの少なくともい
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くつかは、超音波ビームに沿って連続的となってもよい。
【００２４】
　表示ユニットは、上記少なくとも１つの距離範囲内の単一の位置に対応する特徴的なド
ップラー信号スペクトルを表示するために構成されてよい。この特徴的なドップラー信号
スペクトルは、少なくとも１つの個別のグラフ表示で表示される。特徴的なドップラー信
号スペクトルは、複数の距離範囲内の単一の位置に対応してもよい。
【００２５】
　発明の広義の他の形態に従い、ドップラー超音波システムのドップラーデータの解析及
び提供に使用するための方法が提供される。上記方法は、超音波ビームに沿った超音波ト
ランスデューサからの少なくとも１つの距離範囲を制御する段階と、上記少なくとも１つ
の距離範囲内の複数の位置を表すドップラー信号スペクトルを、少なくとも１つの表示ウ
ィンドウにそれぞれ表示する段階と、を有する。上記少なくとも１つの距離範囲は、超音
波ビームに沿った第１距離と超音波ビームに沿った第２距離との間の連続する複数の位置
を含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　発明を理解するため、かつ如何にして実施されるかを理解するために、添付の図面を参
照して、非限定的な例示手段のみによって好適な実施形態が以下に開示される。
【００２７】
　以下の記載は、患者の血管中の血流速度を典型的に測定するドップラー測定手順中に、
検査官へのドップラー測定値の提供及び表示のための新しい方法及び装置について説明す
る。発明から読者を遠ざける不要な情報を避けるために、電気回路及び図、制御ユニット
、一般的なドップラーアルゴリズム、並びにソフトウェア制御のような当業者に明白な個
々の詳細は、この記載においては避けられている。
【００２８】
　図１は、ドップラー測定中に取得されたドップラーデータを表す図である。一般に、各
送出バーストｉに対して、複数の信号が複数の位置ｊから受信される。故に、一般に１０
１において第１送出バーストから受信された信号は、第１位置でＡｉ，ｊであり、第２位
置で受信された信号は、Ａｉ，ｊ＋１であり、かつ信号Ａｉ，ｊ＋ｎに対応して、最大位
置ｎまで続く。第２送出バーストから受信された信号は、第１位置でＡｉ＋１，ｊであり
、第２位置でＡｉ＋１，ｊ＋１であり、かつ位置ｎまで続く。この過程は各送出バースト
に対して新しい行で繰り返される。各行は、一般に１２０では、ビームの経路に沿った全
ての位置に対する特定の単一バーストから受信された信号を表すデータベクトルである。
各列１２１は、時間関数として、１つの特定位置に対して受信された信号を表す。合わせ
て、図１に記載されたデータポイントはドップラー行列を形成する。
【００２９】
　１つの特定位置でドップラー速度スペクトルを表示するためのＰＷモードでの典型的な
データ処理は、上記特定位置に対してデータ列１２１に含まれる受信信号に数理演算を要
求する。上記数理演算は、データフィルタリングと、データを時間領域から周波数領域へ
変換するための変換方法の適用と、を具備してよく、前記１つの位置に対するドップラー
速度スペクトルを典型的にグラフィカルに表している出力を備える。
【００３０】
　本発明において、まず、設定距離範囲は、位置Ｄ１（１０８）と位置Ｄ２（１０５）と
の間に定義される。新しい合成データ列が生成され、それによって、所定のバーストに対
応する列中の各データポイントは、その特定のバーストに対するＤ１及びＤ２間のデータ
ポイントの和を表す。この合成列の生成は、数理演算の任意の段階で実施できる。故に、
合成列は、フィルタリング過程の前後、及び時間－周波数領域変換の前後で生成可能であ
る。数理演算は、合成列で順番に続けられ、前記距離範囲に対するドップラー速度スペク
トルのグラフ表示の典型的結果をもたらす。
【００３１】
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　図２は、本発明の実施形態に従う基本概念のグラフ表示である。ドップラー速度波形ま
たはスペクトル１０４は、グラフウィンドウ１０２に表示されるとともに、位置Ｄ１ １
０８及びＤ２ １０５間の設定距離範囲内の複数の位置から取得されたドップラー信号の
合成を表す。Ｄ１及びＤ２は、トランスデューサの表面から、かつ上記記載の送出ビーム
に沿って、測定される。多くの医療用に使用されるビームは、一般的に超音波ビームであ
る。ＣＷモードでの同様の表示は、Ｄ１＝０に等しくなり、かつＤ２は、無限大となる。
ＰＷモードでの同様の表示は、Ｄ１＝Ｄ２であることを要する。当然のことながら、図２
に示された波形は、例示のみを目的とするとともに、一般的な多くのドップラーシステム
であるものとして、全部の速度またはドップラーシフトスペクトル解析を表すことができ
る。
【００３２】
　図３は、図２の表示の拡張を表すとともに、本発明に従うドップラー信号を表すために
典型的になし得る別の可能な表示を示す。複数の設定距離範囲Ｄ１ １０８ないしＤ６ １
０９が示される。複数のグラフ表示ウィンドウ１０２が示され、以下に記載のそれぞれの
設定距離範囲内の複数の位置からのドップラー信号の合成に基づいて生成されるドップラ
ー速度スペクトルがそれぞれ表示される。各ウィンドウ１０２は、それぞれの設定距離範
囲Ｄ１ないしＤ６に対応し、第１グラフウィンドウは、位置Ｄ１ １０８ないしＤ２ １０
５から取得された合成ドップラー信号を表示し、かつ最大の表示された距離Ｄ６ １０９
まで続く。付属するバー１０６若しくは目盛り、または一般的な任意の他のグラフ形式の
表示は、各グラフウィンドウ１０２に対するそれぞれの距離範囲を示すために、表示を添
えることが可能である。ドップラー速度波形またはスペクトル１０４は、各グラフウィン
ドウに対する大きさ及び形状が典型的に異なる。Ｄ１及びＤ６間の図の５つのグラフウィ
ンドウの選択は、例示のみを目的とする。典型的に、Ｄ１は、トランスデューサ表面に最
も接近した距離であり、一方Ｄ６は、トランスデューサ表面から最も遠く、かつビーム経
路に沿った距離である。この特定の実施例において、設定距離範囲は連続である。しかし
ながら、発明は、選択された距離範囲での重複、または設定距離範囲での多少の不連続性
を許容する。
【００３３】
　図４は、図２及び図３の表示のさらなる拡張を表すとともに、本発明に従うドップラー
信号を表すために典型的になし得る別の可能な表示を示す。この表示は、ＰＷモードとし
て特定の位置に照準を合わせることを望む検査官により有用となり、それにもかかわらず
、ＣＷモードとして、かつ本発明に従って、トランスデューサの狙いをつけて、検査決定
を行う。主グラフ表示ウィンドウ１１０が表示に含まれる。この主ウィンドウは、対象位
置からのドップラー速度波形またはスペクトル１１２測定値を典型的に表示するので、範
囲表示ウィンドウ１０２に比べて通常はサイズが大きくなる。表示１１０は、例えば、明
細書の実施例でのＤ４及びＤ５間の距離である設定距離範囲からの合成ドップラー信号を
おそらく表示できるが、より一般的な実施形態は、ＰＷモード中に共通するものとして、
特定の位置からのドップラー速度またはスペクトル信号のものである。本実施例において
、特定の位置はＤ４及びＤ５間にあり、かつそのそれぞれの位置は、矢印または記号１１
３によってさらに示される。この好適な実施形態の代わりに、またはこの好適な実施形態
に加えて、位置（depth xx）１１５の特定の指示子が、主ウィンドウ１１０に結び付けら
れることができる。
【００３４】
　発明の特定の実施形態が例示を目的として記載されているが、この発明の範囲から逸脱
することなくさまざまな修正がなされてよい。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】時間の関数として複数の位置から取得されるドップラーデータの行列を示す。
【図２】距離Ｄ１からＤ２の設定範囲内の合成ドップラー速度スペクトル表示の実施例を
示す。
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【図３】発明の一実施形態に従う設定範囲距離内の速度スペクトルの１つの実施可能な表
示モードを示す。
【図４】図２に示されるような設定範囲のうちの１つ内の距離に関連する速度スペクトル
の主グラフ表示ウィンドウによる、第２の実施可能な表示モードを示す。
【符号の説明】
【００３６】
　１０２　グラフウィンドウ
　１０４、１１２　ドップラー速度波形またはスペクトル
　１０６　バー
　１１０　主グラフウィンドウ
　１１３　矢印または記号
　１１５　位置指示子
　Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４、Ｄ５、Ｄ６　測定対象となる位置

【図１】

【図２】

【図３】
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